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(57)【要約】
【課題】ステアリングホイールにタッチセンサを組込ん
で構成されるものにおいて、誤操作を防止しながら、様
々なユーザに関して使いやすいものとする。
【解決手段】車両用入力装置（１）は、ステアリングホ
イール（２）の把持部（３）に設けられたタッチセンサ
（６）と、前記タッチセンサ（６）の入力信号に基づい
てユーザが前記把持部（３）を把持していること及び把
持位置を判定する把持位置判定部（１２）と、前記把持
位置からユーザの手の親指及び人差し指の近傍に前記タ
ッチセンサ（６）の操作可能範囲を設定する操作範囲設
定部（１３）と、前記タッチセンサ（６）の前記操作可
能範囲に対するユーザの指による操作を検出する操作検
出部（１４）とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステアリングホイール（２）の把持部（３）に設けられたタッチセンサ（６）と、
　前記タッチセンサ（６）の入力信号に基づいてユーザが前記把持部（３）を把持してい
ること及び把持位置を判定する把持位置判定部（１２）と、
　前記把持位置からユーザの手の親指及び人差し指の近傍に前記タッチセンサ（６）の操
作可能範囲を設定する操作範囲設定部（１３）と、
　前記タッチセンサ（６）の前記操作可能範囲に対するユーザの指による操作を検出する
操作検出部（１４）とを備える車両用入力装置。
【請求項２】
　前記把持位置判定部（１２）は、個々のユーザの手の大きさ及び指の位置を判定し、
　前記操作範囲設定部（１３）は、前記ユーザの手の大きさ及び指の位置から前記タッチ
センサ（６）の操作可能範囲を設定する請求項１記載の車両用入力装置。
【請求項３】
　前記把持位置判定部（１２）は、機械学習ベースのパターンマッチングにより、個々の
ユーザの手の大きさ及び指の位置を判定する請求項２記載の車両用入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば自動車等の車両に搭載される車両用入力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車のドライバが、車載機器を操作するための車両用入力装置として、ステアリング
ホイールのリム部にタッチセンサを設けるようにしたものが考えられている（例えば、特
許文献１参照）。このものでは、タッチセンサに、ドライバが掌で握ったことを検出する
グリップ検出エリアと、親指又は人差し指での操作（ドラッグやタップ）を検出する操作
検出エリアとを、操作無効領域を間に挟むようにして別領域として設けることにより、そ
れらの区別を可能としている。これにより、ドライバは、ステアリングホイールを握った
ままで、車載機器に対する入力操作を安全に行うことが可能となり、また誤操作を防止す
ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１４７０９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、ドライバ（ユーザ）がステアリングホイールを握る場合、ユーザによって、
手の大きさが異なる、つまり指の届く位置が異なってくる。また、ユーザの癖などにより
、ステアリングホイールの上部を握る、中間部を握る、下部を握る等、把持する位置も異
なってくる。更には、逆手で握ったり、片手のみで握ったりする等、ユーザ毎に握り方も
異なる場合がある。上記特許文献１の入力装置では、そのようなユーザ毎の手の大きさや
持ち方などに応じたきめ細やかな対処はできず、例えば手の小さい女性ドライバの場合、
操作検出エリアまで大きく指を伸ばして操作しなければならなくなる等、ユーザによって
は必ずしも使いやすいものとなっていなかった。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、その目的は、ステアリングホイールにタッ
チセンサを組込んで構成されるものにおいて、誤操作を防止しながら、様々なユーザに関
して使いやすいものとすることができる車両用入力装置を提供するにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の車両用入力装置（１）は、ステアリングホイール
（２）の把持部（３）に設けられたタッチセンサ（６）と、前記タッチセンサ（６）の入
力信号に基づいてユーザが前記把持部（３）を把持していること及び把持位置を判定する
把持位置判定部（１２）と、前記把持位置からユーザの手の親指及び人差し指の近傍に前
記タッチセンサ（６）の操作可能範囲を設定する操作範囲設定部（１３）と、前記タッチ
センサ（６）の前記操作可能範囲に対するユーザの指による操作を検出する操作検出部（
１４）とを備えている。
【０００７】
　これによれば、ユーザがステアリングホイール（２）の把持部（３）を握ると、タッチ
センサ（６）の入力信号に基づいて、把持位置判定部（１２）により、ユーザが前記把持
部（３）を把持していること及び把持位置が判定される。このとき、把持位置として、ユ
ーザの手の大きさや握る位置、握り方を判定することができる。そして、その把持位置か
ら、操作範囲設定部（１３）により、ユーザの手の親指及び人差し指の近傍にタッチセン
サ（６）の操作可能範囲が設定される。
【０００８】
　このとき、操作範囲設定部（１３）により設定される操作可能範囲は、ユーザにとって
、操作無効領域を意識することもなく、自然な操作で確実に指が届き、操作が容易な範囲
とされる。従って、操作検出部（１４）により、タッチセンサ（６）の前記操作可能範囲
に対するユーザの指による操作を確実に検出することができる。この結果、ステアリング
ホイールにタッチセンサを組込んで構成されるものにおいて、誤操作を防止しながら、手
の大きさや、握る位置及び握り方に応じた指の位置の異なる様々なユーザに関して、使い
やすいものとすることができるという優れた効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態を示すもので、車両用入力装置の要部構成を概略的に示すブロック図
【図２】制御ユニットが実行する操作入力に関する処理手順を示すフローチャート
【図３】ステアリングホイールの握り部に対する４種類（（ａ）～（ｄ））の握り方の例
を示す図
【図４】ユーザの手の大きさが大きい場合（ａ）及び小さい場合（ｂ）の操作可能範囲の
例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を具体化した一実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１は
、本実施形態に係る車両用入力装置１の構成を概略的に示している。ここで、図３、図４
にも示すように、車両（自動車）の運転席には、ステアリングホイール２が設けられてい
る。周知のように、ステアリングホイール２は、ユーザが握って操作するリング状の把持
部（リム部）３、中央部に位置しステアリングシャフトに連結されるボス部４、把持部３
とボス部４とを複数個所、例えばボス部４の左右及び下部でつなぐスポーク部５等を備え
て構成されている。
【００１１】
　図１に示すように、本実施形態に係る車両用入力装置１は、前記ステアリングホイール
２に設けられたタッチセンサ６と、このタッチセンサ６に接続された制御ユニット７とを
備えている。前記タッチセンサ６は、例えば静電容量式のタッチセンサからなり、ステア
リングホイール２の把持部３の全体の表面部に設けられている。この場合、タッチセンサ
６は、把持部３の表面の全体の領域をビットマップ形式に区画し、ユーザ（ドライバ）の
手や指が接触した位置（領域）を検出信号として出力する。
【００１２】
　そして、前記制御ユニット７は、ＣＰＵや記憶装置等からなるコンピュータを主体とし
て構成され、タッチセンサ６からの入力信号を処理し、操作情報を生成する。そして、車
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両ＩＦ８を介してＣＡＮや車内ＬＡＮ等のネットワークに接続され、ネットワークから車
両ＩＦ９を介してＨＭＩ制御ＥＣＵ１０に操作情報を送信するようになっている。尚、Ｈ
ＭＩ制御ＥＣＵ１０は、車載機器の入力制御を行うもので、例えば、携帯電話（自動車電
話）のハンズフリー通話の開始、終了を制御する。それ以外にも、カーナビゲーション、
自動運転装置、クルーズコントロール装置、カーエアコン、カーオーディオ、表示装置の
画面切替等の、各種車載機器の入力制御を行う構成とすることができる。
【００１３】
　さて、図１に示すように、前記制御ユニット７は、タッチセンサ６からのアナログ信号
をデジタル信号に変換するＡＤ変換部１１を備える。これと共に、詳しくは後の作用説明
で述べるように、制御ユニット７は、そのソフトウエア構成及びハードウエア構成により
、把持位置判定部１２、操作範囲設定部１３、操作検出部１４としての機能を備えている
。そのうち把持位置判定部１２は、前記タッチセンサ６の入力信号に基づいてユーザがス
テアリングホイール２の把持部３を把持していること及び把持位置を判定する。
【００１４】
　また、前記操作範囲設定部１３は、把持位置判定部１２が判定した把持位置から、ユー
ザの手の親指及び人差し指の近傍にタッチセンサ６の操作可能範囲Ａ（図３、図４参照）
を設定する。前記操作検出部１４は、タッチセンサ６の前記操作可能範囲Ａに対するユー
ザの指例えば親指又は人差し指による操作、例えばタップ操作やフリック操作などのジェ
スチャを検出する。
【００１５】
　このとき、本実施形態では、前記把持位置判定部１２は、個々のユーザの手の大きさ、
並びに、把持部３を握る位置及び握り方に伴う指の位置を判定する。より具体的には、把
持位置判定部１２は、機械学習ベースのパターンマッチングにより、個々のユーザの手の
大きさ及び把持部３を握る指の位置、特に親指と人差し指の位置を判定する。そして、前
記操作範囲設定部１３は、把持部３を握るユーザの手の大きさ、並びに、握る位置及び握
り方に伴う指の位置から、タッチセンサ６の操作可能範囲Ａを設定する。
【００１６】
　以上の構成により、制御ユニット７においては、ユーザ（ドライバ）がタッチセンサ６
からの入力信号に基づいて、タッチセンサ６の操作可能範囲Ａを設定する。そして、操作
検出部１４は、その操作可能範囲Ａに対するユーザの操作があったことを検出すると、そ
の際のジェスチャに応じた操作情報を、ＨＭＩ制御ＥＣＵ１０に送信する。ＨＭＩ制御Ｅ
ＣＵ１０は、それに応じて車載機器に対し、制御信号の出力を行う。
【００１７】
　例えば、タッチセンサ６の操作可能範囲Ａに対するタップ操作があった場合には、タッ
プ操作の操作情報がＨＭＩ制御ＥＣＵ１０に送信され、ＨＭＩ制御ＥＣＵ１０は、ハンズ
フリー通話の開始（着信）を指示する。その後、タッチセンサ６の操作可能範囲Ａに対す
るフリック操作があった場合には、フリック操作の操作情報がＨＭＩ制御ＥＣＵ１０に送
信され、ＨＭＩ制御ＥＣＵ１０は、ハンズフリー通話の終了を指示する。
【００１８】
　従って、ユーザは、ステアリングホイール２の把持部３を握ったままで、親指或いは人
差し指で把持部３の表面に対してタップ操作をすることにより、ハンズフリー通話の開始
（着信）操作を行うことが可能となる。その後、親指或いは人差し指で把持部３の表面に
対してフリック操作することにより、ハンズフリー通話を終了することができる。尚、ハ
ンズフリー通話に限らず、上記したような各種の車載機器の様々な操作に適用できること
は勿論である。
【００１９】
　次に、上記のように構成された車両用入力装置１の作用・効果について、図２～図４も
参照しながら述べる。図２のフローチャートは、制御ユニット７が実行する操作入力に関
する制御の処理手順を示している。即ち、まず、ステップＳ１では、タッチセンサ６から
入力信号に基づき、ユーザ（ドライバ）がステアリングホイール２の把持部３を握ったか
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どうかが判定され、把持部３を持っていると判断された場合には（ステップＳ１にてＹｅ
ｓ）、次のステップＳ２に進む。
【００２０】
　ステップＳ２では、タッチセンサ６の入力信号から、機械学習ベースのパターンマッチ
ングにより、ユーザの手の大きさ、並びに、ユーザによる把持部３の把持位置及び握り方
ひいては親指人差し指の位置が判定される。ここで、図１は、最も一般的と思われる、ユ
ーザが、左右の手でステアリングホイール２の把持部３の左右の上下方向中間部を握って
いる様子を示している。他にも、図３に例示するように、把持部３の把持位置及び握り方
には、いくつかの別のパターンがある。
【００２１】
　図３（ａ）の例では、ユーザは、左手のみでステアリングホイール２の把持部３の左側
の上下方向中間部を握り、右手はステアリングホイール２から離している。図３（ｂ）の
例では、ユーザは、左右の手でステアリングホイール２の把持部３の上部を握っている。
図３（ｃ）の例では、ユーザは、左右の手でステアリングホイール２の把持部３の下部を
逆手で握っている。図３（ｄ）の例では、ユーザは、左右の手でステアリングホイール２
の把持部３の下部を順手で握っている。本実施形態では、そのようなユーザ毎に異なる把
持位置や握り方が、機械学習ベースのパターンマッチングに基づいて判定される。
【００２２】
　次のステップＳ３では、ステップＳ２で求められたユーザの手の大きさ、把持位置及び
握り方、特に親指の位置から、把持部３上のタッチセンサ６の操作可能範囲Ａが設定され
る。本実施形態では、図１、図３、図４に示すように、例えば、親指の位置の周囲部分の
、親指が届く円又は楕円の範囲に操作可能範囲Ａが設定される。またこのとき、図４に例
示するように、ユーザの手の大きさによっても、操作可能範囲Ａが変動する。図４（ａ）
に左手側のみ図示するように、比較的手が大きいユーザであった場合には、操作可能範囲
Ａが比較的大きく設定される。図４（ｂ）に右手側のみ図示するように、手が小さいユー
ザであった場合には、操作可能範囲Ａが比較的小さく設定される。
【００２３】
　ステップＳ４では、ユーザによりタッチセンサ６の操作入力、つまり入力の変動がある
かどうかが判断される。ユーザの操作入力がない場合には（ステップＳ４にてＮｏ）、ス
テップＳ１に戻る。これに対し、ユーザによりタッチセンサ６の操作入力、例えば親指で
のタップ操作やフリック操作があった場合には（ステップＳ４にてＹｅｓ）、ステップＳ
５にて、操作があったのは操作可能範囲Ａ内であったかどうかが判断される。操作可能範
囲Ａ内から外れていた場合には（ステップＳ５にてＮｏ）、ステップＳ６にて操作が無効
とされた上で、ステップＳ１に戻る。
【００２４】
　一方、操作可能範囲Ａ内における操作入力があったと判断された場合には（ステップＳ
５にてＹｅｓ）、ステップＳ７にて、操作が有効とされる。そして、ステップＳ８にて、
ユーザの操作に応じた操作情報が、車両ＩＦ８を通じてＨＭＩ制御ＥＣＵ１０に送信され
る。この後、ステップＳ２からの処理が繰返される。これにより、上記したように、ユー
ザは、ステアリングホイール２の把持部３を握ったままで、親指でタップ操作、フリック
操作を行うことにより、例えばハンズフリー通話の開始、終了の操作入力を行うことがで
きる。
【００２５】
　上記構成においては、制御ユニット７の操作範囲設定部１３により設定される操作可能
範囲Ａは、ユーザにとって、操作無効領域を意識することもなく、自然な操作で確実に指
が届き、操作が容易な範囲とされる。従って、制御ユニット７の操作検出部１４により、
タッチセンサ６の操作可能範囲Ａに対するユーザの指による操作を確実に検出することが
できる。
【００２６】
　この結果、本実施形態の車両用入力装置１によれば、ステアリングホイール２にタッチ
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センサ６を組込んで構成されるものにおいて、誤操作を防止しながら、手の大きさや、握
る位置及び握り方に応じた指の位置の異なる様々なユーザに関して、使いやすいものとす
ることができるという優れた効果を得ることができる。特に本実施形態では、把持位置判
定部１２により、ユーザの手の大きさ及び指の位置に基づいて、操作可能範囲Ａを適切に
設定することができるようになる。更には、機械学習ベースのパターンマッチングにより
、個々のユーザ毎の手の大きさ及び指の位置を、より確実に判定することができるように
なる。
【００２７】
　尚、上記実施形態では、車両用入力装置１により、車載機器としての携帯電話（自動車
電話）のハンズフリー通話の操作を行う場合を具体例として挙げたが、様々な用途、種類
の車両用入力装置に適用することが可能である。また、上記実施形態では説明しなかった
が、操作可能領域Ａとしては、ユーザが手の人差し指でタッチセンサ６を操作することが
可能な範囲に設定するようにしても良い。その他、タッチセンサとしては抵抗膜方式のも
の等を採用しても良い等、車両用入力装置の各部のハードウエア構成としても、様々な変
更が可能である。
【００２８】
　本開示は、実施例に準拠して記述されたが、本開示は当該実施例や構造に限定されるも
のではないと理解される。本開示は、様々な変形例や均等範囲内の変形をも包含する。加
えて、様々な組み合わせや形態、さらには、それらに一要素のみ、それ以上、あるいはそ
れ以下、を含む他の組み合わせや形態をも、本開示の範疇や思想範囲に入るものである。
【符号の説明】
【００２９】
　図面中、１は車両用入力装置、２はステアリングホイール、３は把持部、６はタッチセ
ンサ、７は制御ユニット、１０はＨＭＩ制御ＥＣＵ、１２は把持位置判定部、１３は操作
範囲設定部、１４は操作検出部、Ａは操作可能範囲を示す。
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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